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れ らの溶液 10ccを常法により作成した麦芽煎汁寒天培養基 (寒天2%)90ccに加
えて 100ccとし,全体として所定濃度になるようにした｡これらを高圧殺菌 (1.5
気圧)後,ペ トリ皿に分注し/冷却,凝圏後,,その中央に･菌糸の小片 (直径 2-3
mm.)を椅えつけて定温器に納め,菌叢直径の日変化を求めた｡倫榛準区の培養基
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比較した｡





酵 濃 度 (a/a) ホ サ p 'ク タ ケ t= イ TJ タ ケ
*2 3 4 5.､6 7 8 .*2Y3 4 5 6 7-18
# # 0.1
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発育F,醜 く禁止)濃度は 5000-.10000億一(0･02-0101%)の間にあ銅 の 1才ラ
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**- .,_ -. - .- I●
一 一 十 5 17 24
+ 13 17 28 39 44
+ 15 19 24 39 46
+ 16 20 29 40 46
+■17 21 31 41 48
ヒ イ p タ ケ
*2 3 4 5 6 7
**･† - + 17 28 36
+ '20 27 43 56 64
+ 23 29 48 66 80
+ 26 34 51 64 80
+ 26 39 59 69 80
31 40 61 74 80
**.- - - -_ .- -
- - - - + 3
一 ･二 + 9 26 30
+ 10 14.25 36 45
+ 17 22 33 42 48
**- .- .- ._.･ .･._ .__
一 十 十 9 19 35
+ 16 24 37 50 64
+ 22 31 51 62 69
+ 31 42 64 75 80
*培養日数 **菌叢直径 mm.
である｡而してか i,る影響は腐朽菌の種類,その系統によって異るものであるo
木片港 上述の方法に従って腐朽試験を行った結果は第 3表の通 りである｡▲その･






が, 稗か 沌 鰐泉の原因について別に追及しようと思う9而して 2･4-D'療帝接遇
ノ
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当な溶剤を選ばねばならぬ点に於て難点がある｡
第 3表 2･4-D壌液に浸漬したブナ材片の腐朽試験チ
考
*ヒイロタケを使用した.
''補正滅少率-号 ×100(0/a)
Ⅹ:接種区の残存重量 ､
y:無接種区の残存重量
***凝液の代りに蒸滑水中正浸潰した｡､
本稿を終るに臨み,2･4-D療液を分譲下された石原産業絶州飯山,堀川副山長,
久橡保安琴長に深謝の意を表する｡侍本研究の1部は文部省科学研究費をもって行＼
ったO記して謝意を表す480
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